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岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
会
報 

 
 

第
三
〇
号 

令
和
三
年
二
月 

 

 
 

 

      
 

私
の
令
和
３
年
は
、
初
日
の
出
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
終
息
を
祈
る
こ
と
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。 

 

政
府
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
再
発
令
し
ま
し
た
が
、

感
染
者
数
は
膨
ら
ん
で
お
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
そ

の
対
策
に
、
専
門
職
の
立
場
で
緊
張
の
毎
日
で
す
。

共
に
協
力
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
「
む
す
び

の
和
」
グ
ル
ー
プ
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
ケ

ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
研
究
グ
ル
ー
プ(

代
表 

福
嶋
啓

祐)

と
し
て
、
令
和
２
年
度
岡
山
県
医
師
会
会
長
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
「
む
す
び
の
和
」
と
笠

岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
・
笠
岡
地

区
消
防
組
合
に
よ
る
「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能 

多
職
種
連
携
情
報
ツ
ー
ル(

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト)

」

の
活
用
方
法
の
研
究
で
す
。
笠
岡
諸
島
の
飛
島
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
離
島
で
の

医
療
の
実
践
と
そ
の
取
り
組
み
の
研
究
を
評
価
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
機
能

を
活
用
し
て
、
離
島
医
療
（
遠
隔
診
療
）
の
充
実
、

災
害
・
感
染
症
流
行
時
の
対
策
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

           

  

  

 

   

      

令
和
２
年
12
月
12
日
（
土
）
、
岡
山
県
医
師
会
館

三
木
記
念
ホ
ー
ル
に
て
、
授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
福

嶋
啓
祐
会
長
が
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。 

                    
令和 3 年元旦 寄島漁港からの初日の出 

記
念
す
べ
き
令
和
３
年 

第
30
号
に
よ
せ
て 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

 

福
嶋 
啓
祐 

 

岡
山
県
医
師
会 

会
長
賞
受
賞 

受賞後の記念撮影＝福嶋会長（右）と松山県医師会長（中央） 

協力隊堂野代表理事（左）と福嶋会長 



2 

 

                            

「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
研
究
グ
ル
ー
プ
」 

活
動
報
告 

 

 
 

   

●
笠
岡
市
飛
島
地
域
の
現
状 

笠
岡
諸
島
は
岡
山
県
の
南
西
端
、
瀬
戸
内
海
の

中
心
に
位
置
し
て
お
り
大
小

31
の
島
々
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
の
高
島
、
白
石
島
、
北
木
島
、

真
鍋
島
、
大
飛
島
、
小
飛
島
、
六
島
の
７
島
が
有
人

島
で
、
住
民
登
録
上
の
島
民
数
は
約
７
５
０
人
か
ら

１
０
０
人
足
ら
ず
で
す
が
、
実
際
に
居
住
す
る
島
民

数
は
そ
の
数
字
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
大
飛
島
は
居
住
人
口

30
名
弱
、
高
齢
化
率
80
％

後
半
で

20

年
前
と
比
較
す
る
と
居
住
人
口
が
約 

80
％
減
少
し
て
い
る
限
界
集
落
で
す
。 

 ●
医
療
体
制 

 

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
日

常
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
飛
島
地
域
は
平
成

16
年
に
飛
島
診
療
所

条
例
が
策
定
さ
れ
月
２
回
診
療
所
で
の
診
察
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
診
療
日
以
外
に
島
民
が
診
察
を
受

け
る
場
合
、
定
期
船
に
て
陸
地
部
の
病
院
へ
通
院
す

る
こ
と
に
な
り
１
日
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
足
腰
に

不
安
が
あ
っ
た
り
症
状
が
軽
い
場
合
に
は
受
診
を
躊

躇
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
当

初
か
ら
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
不
安

に
よ
り
、
高
齢
者
が
多
い
離
島
に
お
い
て
は
陸
地
部

へ
の
通
院
さ
え
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

緊
急
時
の
救
急
搬
送
に
つ
い
て
は
、
連
絡
を
し
て

か
ら
救
急
搬
送
船
が
到
着
す
る
ま
で
に
約
30
分
、

患
者
を
乗
せ
て
陸
地
部
ま
で

30
分
、
そ
こ
か
ら
救

急
車
両
に
乗
り
換
え
て
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
陸
地
部
に
到
着
後
、

搬
送
先
が
決
ま
る
ま
で
待
機
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
ま
で
約
１
時

間
、
患
者
や
家
族
は
不
安
な
時
を
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

●
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
活
用 

 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
数
年
前
か
ら
試

行
的
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
島
内
に
操
作
で

き
る
人
材 

が
い
な
い
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
お
い
て
移
動
や
操 

作
性
が
向
上
し
使
い
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
高
齢
者
に
操
作
を

求
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
島
で
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
支
援
員
の
協
働

に
お
い
て
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス 

テ
ム
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
要
請
す
る
に
は
、
体
調

島民の皆さんと受賞を喜びました 

代
表 

福
嶋 

啓
祐 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

堂
野 

博
之 

集
落
支
援
員 

日
置 

幸 

關
戸 

渓
介 
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の
不
安
を
抱
え
る
島
民
が
担
当
者
に
連
絡
し
ま
す
。

連
絡
を
受
け
た
担
当
者
は
飛
島
診
療
所
の
主
治
医
に

ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
島
民
の

自
宅
を
訪
れ
ま
す
。
島
民
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
越

し
に
主
治
医
と
会
話
を
し
て 

症
状
を
伝
え
ま
す
。 

 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は
、
様
々
な

不
安
を
抱
え
る
島
民
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
安
心
材
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
要
請
内
容
は
、
体
調
不
良
、
行

動
の
不
安
、
足
腰
の
痛
み
、
熱
中
症
、
怪
我
な
ど
で

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
に
対
し
て
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

患
者
を
見
守
る
島
民
に
と
っ
て
は
処
置
の
判
断
に
迷

う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
医
療
従
事
者
か
ら
適
切
な

助
言
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
を
伴
い
な
が

ら
病
院
へ
受
診
す
る
こ
と
な
く
対
応
を
判
断
で
き
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
気
心
知
れ
た
先
生
に
診
て
も

ら
う
こ
と
で
精
神
的
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
緊
急
時
に
は
救
急
要
請
後
、
救

急
隊
員
が
到
着
す
る
ま
で
間
に
適
切
な
初
期
対
応
を

救
急
隊
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
で
す
。
救
急
患
者
を
前
に
し
て
パ
ニ
ッ
ク
状
態

と
な
っ
て
い
る
通
報
者
が
電
話
で
状
況
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
直
接
患
者
の
状
況
を

映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
状
況
把
握
が
容

易
に
な
り
救
急
隊
員
に
と
っ
て
も
役
立
つ
シ
ス
テ
ム

と
い
え
ま
す
。 

●
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
課
題
と
普
及 

 

現
在
は
、
実
証
実
験
期
間
と
し
て
診
療
所
の
主
治

医
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
で
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
い
つ
で
も
連
絡
が
取
れ
る
窓
口
が
あ
る

と
活
用
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を

活
用
で
き
る
人
材
の
確
保
が
必
要
で
す
が
、
公
民
館

や
民
生
委
員
の
よ
う
に
各
地
区
に
常
駐
す
る
人
材
を

活
用
す
る
こ
と
で
き
め
細
や
か
な
対
応
が
可
能
に
な

り
ま
す
。 

 
 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
火
災
時
に

お
け
る
消
火
器
や
救
急
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
よ
う
に
医
療

に
お
け
る
初
期
対
応
に
大
き
な
安
心
を
も
た
ら
す
シ

ス
テ
ム
に
も
な
り
ま
す
。
日
頃
頻
繁
に
活
用
す
る
こ

と
が
な
く
て
も
日
常
生
活
に
お
い
て
の
重
要
な
ツ
ー

ル
に
な
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
対
面
や
移
動
が
制

限
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
へ
の
対
応
と
し
て

も
、
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
が
日
常
の
生
活

に
お
い
て
当
た
り
前
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
時
代
の

流
れ
と
い
え
ま
す
。
地
域
と
人
と
医
療
を
繋
ぐ
ツ
ー

ル
と
し
て
行
政
、
消
防
、
医
療
機
関
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 
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ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム 

に
お
け
る
救
急
搬
送 

     

私
が
勤
務
す
る
笠
岡
地
区
消
防
組
合
管
内
に
は
、

有
人
島
７
島
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
陸
地
部
と
同
様

に
、
島
し
ょ
部
の
診
療
所
に
お
い
て
、
救
急
救
命
士

が
病
院
実
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

私
が
実
習
中
、
救
急
搬
送
を
必
要
と
す
る
傷
病

者
が
発
生
し
、
医
師
に
よ
る
現
場
処
置
を
目
の
当
た

り
に
し
、
島
し
ょ
部
に
お
け
る
医
師
の
観
察
及
び
処

置
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 
 

 

し
か
し
な
が
ら
、
島
し
ょ
部
で
の
医
師
の
診
療

は
、
週
に
１
回
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
医
師
が
現
場

に
居
合
わ
す
事
案
は
稀
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
島
し
ょ
部
に
居
合
わ
せ

る
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
（
島
民
）
と
医
師
並
び
に

笠
岡
地
区 

消
防
組
合
の
三
者
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
救
急
搬
送
支
援
を
行
う
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
傷
病
者
の
状
態
を
見

え
る
化
す
る
こ
と
で
、
医
師
か
ら
救
急
隊
に
適
切
な

活
動
指
示
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
傷
病
者
の

早
期
社
会
復
帰
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
医
師
が
救

急
搬
送
の
必
要
性
の
有
無
を
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、

救
急
車
の
適
正
利
用
に
も
有
効
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
う
し
た
島
し
ょ
部
に
お
け
る
医
療
の
充
実
を

目
的
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
、
全
島
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
も
の
と

私
は
考
え
ま
す
。 

      

            

                

笠
岡
地
区
消
防
組
合 

 

指
導
救
命
士 

栗
田 

和
幸 
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
研
修
会
や
会
議
等
が
自

粛
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
学
会
は
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
「
顔
の
見

え
る
研
修
会
を
！
」
と
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
少
人
数
定
員
制
で
の
研
修
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
９
月
の
認

知
症
研
修
会
よ
り
、
会
員
向
け
の
動
画
配
信
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
方
の

都
合
の
良
い
時
間
に
、
何
時
で
も
、
研
修
会
の
内
容

を
学
習
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
お
気
軽

に
覗
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

          

 

今
年
度
の
実
施
研
修
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

◆
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

 

令
和
２
年
７
月
18
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
00 

 

「
岡
山
県
に
お
け
る 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
保
健
福
祉
部 

 

参
与 

則
安 

俊
昭 

     

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
時
代
の
災
害
対
策
」 

 
 

 

日
本
医
師
会 

救
急
災
害
医
療
対
策
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
医
師
会 

 
 

会
長 

 

松
山 

正
春 

         

◆
認
知
症
研
修
会 

 
 

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
時
代
の 

認
知
症
対
策
～ 

 

令
和
２
年
９
月
12
日
（
土
）
14
：
00
～
16
：
00 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ

V
IR

U
S

感
染
症
（C

O
V

ID
-

19
）

の
基
本
的
考
え
方
と
初
期
診
療
の
経
験
」 

 
 

 
 

 
 

早
島
町 

木
村
医
院
（
有
床
診
療
所
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

院
長 

木
村 

丹 

     

「
認
知
症
対
応
の

A
B

C
 

～
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
時
代
を
踏
ま
え
て
～
」 

 
 

 
 

川
崎
医
科
大
学 

認
知
症
学 

 

主
任
教
授 

 

和
田 

健
二 

          

令
和
２
年
度 

研
修
会
実
績 
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◆
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
障
害
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
で
き
る
こ
と
～ 

 

令
和
２
年
11
月
28
日
（
土
）
14
：
00
～
16
：
00 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
鍵
」 

 
 

 

津
山
中
央
病
院 
感
染
症
内
科 

特
任
部
長 

藤
田 

浩
二 

        

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
精
神
障
害
者
の

生
活
に
も
た
ら
し
た
影
響
」 

岡
山
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

院
長 

来
住 

由
樹 

        

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
障
害
者
の 

生
活
に
も
た
ら
し
た
影
響
」 

旭
川
荘 

企
画
広
報
室 

室
長 

小
幡 

篤
志 

          

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
要
介
護
者
の 

生
活
に
も
た
ら
し
た
影
響
」 

 
 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 

会
長 

福
嶋 

啓
祐 

 

          

◆
Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会 

 

令
和
３
年
１
月
23
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
30 

 

「
救
急
の
現
場
か
ら
コ
ロ
ナ
時
代
の 

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る
」 

 
 

 

岡
山
大
学
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー 

教
授 

中
尾 

篤
典 

    

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
報
告
」 

 
 

 

岡
山
県
保
健
福
祉
部 

参
与 

則
安 

俊
昭 

               



7 

 

◆
学
会H

P

動
画
配
信
の
ご
案
内 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
-
c
a
r
e
-
o
k
a
y
a
m
a
.
c
o
m
/
 

                          

  

        

介
護
現
場
に
お
け
る
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
が
手
引
き
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
日
々
の

活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

                 

  
 

                            

 

★動画視聴の方法 

１．「岡山プライマリ・ケア学会」  

ホームページを開く。 

２．右下の『会員専用ページ』を 

クリックする。 

③ID・パスワードを入力する。 

 

ID： 

 PASS： 

コロナ関連 
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編
集
・
発
行 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

事
務
局 

 
 

 
 

 

〒
７
０
０-

０
０
２
４ 

 
 

 
 

 

岡
山
市
北
区
駅
元
町
19-

２ 
 

（
岡
山
県
医
師
会
内
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
６-

２
５
０-

５
１
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
６-

２
５
１-

６
６
２
２ 

Ｅ
メ
ー
ル
：g

a
k
k
a
i@

p
-

c
a
r
e
-

o
k
a
y
a
m

a
.c

o
m

 

第
27
回
学
術
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
３
年
３
月
28
日
（
日
） 

  
 

 

見
ど
こ
ろ
！ 

聞
き
ど
こ
ろ
！ 

 

本
年
度
の
学
術
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
折
か
ら
、
「W

ith

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け

る
保
健
・
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
の
目
指
す
べ
き

方
向 

～
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
応
え
る
の

か
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ(C

O
V

ID
-1

9
)

大
会
と
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
大
会
長
と
し
て
、
県
医
師
会
松
山
正
春
会
長

よ
り
開
会
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
す
。 

 

記
念
講
演
１
で
は
、
今
ま
で
何
度
か
当
学
会
で
も

ご
講
演
い
た
だ
い
た
こ
と
の
あ
る
飛
騨
千
光
寺
の
ご

住
職
で
あ
る
大
下
大
圓
先
生
に
お
話
頂
き
ま
す
。
大

下
先
生
は
、
12
歳
で
千
光
寺
に
て
出
家
さ
れ
、
仏

教
学
を
学
ば
れ
た
後
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
修
行
留
学
さ

れ
、
帰
国
後
は
「
い
の
ち
、
生
と
死｣

の
学
習
会

「
ビ
ハ
ー
ラ
飛
騨
」
を
主
催
さ
れ
、
病
院
や
在
宅
へ

の
専
門
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
患
者
や
家
族
へ

の
精
神
的
ケ
ア
と
し
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
な
ど
を
続
け
ら
れ
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
に

お
け
る
講
演
活
動
や
臨
床
瞑
想
法
の
普
及
に
も
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、｢

Ａ
Ｃ
Ｐ:

人
生
会
議
で

こ
こ
ろ
の
ケ
ア｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
示
唆
に
富
む

深
い
お
話
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

記
念
講
演
２
で
は
、
本
年
１
月
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会

で
も
ご
講
演
い
た
だ
い
た
岡
山
大
学
病
院
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
中
尾
篤
典
教
授
に
「
救
急
の
現
場
か

ら
コ
ロ
ナ
時
代
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
頂
き
ま
す
。
現
在
、
岡
大
病
院
は
コ
ロ
ナ

の
重
症
患
者
を
最
も
多
く
受
け
入
れ
て
頂
い
て
お
り
、

中
尾
先
生
は
そ
の
責
任
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
家
族
の
面
会
が
で
き
な
い
中
、
生
死
の
境

界
線
上
に
お
ら
れ
る
方
た
ち
を
含
め
た
多
く
の
重
症

患
者
さ
ん
と
接
す
る
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
何
を
感

じ
な
が
ら
日
々
頑
張
ら
れ
て
い
る
か
、
な
ど
を
含
め

た
現
場
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

情
報
提
供
で
は
、｢

岡
山
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況｣

に
つ
い
て
、
岡
山
県

保
健
福
祉
部
参
与 

則
安
俊
昭
先
生
に
岡
山
の
最
新

情
報
な
ど
役
に
立
つ
お
話
を
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。 

 
P

r
a

c
tic

a
l E

d
u

c
a

tio
n

で
は
、
川
﨑
医
療
福
祉

大
学 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

講
師 

池
野

雅
裕
先
生
に｢

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
、
口
腔
機
能
低

下
症
を
理
解
し
予
防
す
る｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
今
、

高
齢
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ

る
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
で
あ
る
嚥
下
機
能
低
下
を
予

防
す
る
た
め
の
様
々
な
方
法
な
ど
に
つ
い
て
非
常
に

実
践
的
な
お
話
が
頂
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

研
究
発
表
で
は
、
例
年
の
よ
う
に
、
３
講
演
毎
の

グ
ル
ー
プ
を
複
数
作
り
、
２
会
場
に
分
か
れ
て
各
演

者
も
共
同
座
長
に
な
っ
て
頂
き
、
会
場
の
み
な
ら
ず
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
か
ら
も
ぜ
ひ
質
疑
、
感
想
を
含

め
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

最
後
に
、
当
学
会
、
福
嶋
啓
祐
会
長
よ
り
閉
会
挨

拶
を
頂
い
て
、
学
術
大
会
終
了
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
生
命
の
問
題
を
中
心
に
、
様
々
な
立
場
や
角

度
か
ら
為
に
な
る
お
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
一
色
の
一
年
で
し
た
。
３
月

22
日
に
始
め
て
の
県
内
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
10

月
中
旬
の
第
三
波
か
ら
一
気
に
感
染
者
が
増
え
、
年

末
に
は
、
千
三
百
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代

か
ら
こ
そ
、
新
た
な
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
つ
つ
、

会
員
の
知
恵
と
結
束
深
め
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

編
集
委
員 

佐
藤 

涼
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菅
﨑 

仁
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
田 

康
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森 
 

貴
美 

      


